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原 著

北海道大学全学教育科 目 「唾液のサイエ ンス」

クリッカー使用 とその効果の検討

における

高橋 茂1) 井上 貴 一朗1) 舩橋 誠2) 土門 卓文1)

抄 録:近 年の大学 を取 り巻 く環境の変化 により,大 学 には多様 な学生が入学 して くるようになってきた.こ のた

め,大 学教員 には多様 な学生 に対応で きるような授業 を行 うことが必要 となって きた,そ の対応策 の一つ とし

てAudienceResponseSystem,通 称 クリッカーが挙げられる.こ れは,学 生各自にリモコンを配 り,授 業中にクイ

ズやアンケー ト方式の質問に答えて もらう双方向式の授業形態である.今 回,北 海道大学全学教育科 目 「唾液のサ

イエ ンス」(2009年 度 前期開講)に おいてクリッカーを用いた授業を行い,授 業終了時に受講生に対 してクリッカー

に関す るアンケー ト調査 を実施 し,そ の効果 について検討 した.受 講生 は歯学部ll名,工 学部7名,水 産学部3名,

医学部保健学科1名 の計22名 で,こ のうちアンケー トに回答 した学生 は20名 であった.ク リッカー を使った感想で

は 「大変面 白かった」が90%,ク リ ッカーにより授業への興味が強まったかについては80%が 「大変強 まった」 と

回答 した,総 合的に考えてクリッカーは有効であったかの質問では,全 員が 「大変有効」あるいは 「やや有効」 と

回答 した.自 由記述欄 においては,「 授業 に対する意欲や関心が湧いた」,「講義を最後まで飽 きずに集 中 して聴 く

ことがで きた」等,肯 定的な意見が圧倒的であった.学 生の出席状況 に関しては,平 均 出席数が14.2回(全15回),

平 均 出席率 は94.8%で あ った,こ の出席状況は本科 目が木曜日の5講 目開講の選択科 目であることを考慮すれば,

大 変良好であると考 えられた,以 上のことより,ク リッカーは学生の授業 に対するモチベーション向上や出席率の

改善に効果があると考えられた.

キ ー ワ ー ド.ク リ ッ カ ー,使 用 効 果,全 学 教 育,ア ン ケ ー ト調 査

緒 言

近年の急速な少子化の進行 により,大 学 を取 り巻 く状況

は大 きく変化 しつつある.平 成17年 に報告 された中央教育

審議会大学分科会答 申書 「我が国の高等教育の将来像」!)

に よると,18歳 人 口が減少を続ける中,平 成19年 度(2007

年 度)に は大学入学希望者総数 と大学入学定員総数がほぼ

同 じになる という.実 際の結果がその通 りになったのかは

現在のところ不明であるが,い ずれにせ よ,い わゆる大学

全入時代の到来である,こ れは,大 学 を選 ばなければ誰で

も大学への入学が可能になることを意味 している.さ らに,

学 力を測る一般入試だけでな く,指定校推薦や公募制推薦,

AO入 試 など入学者選抜法 の複数化 も加わった結果,大 学

には極め て多様 な学生 が入学 して くる ようになって き

た2).基 礎 学力が不十分で授業 について来 られない者,集

中力が持続で きず授業早々に飽 きて しまう者,授 業マナー

が身についてな く教員や他の学生 に迷惑をかける者 などで

あ り,そ の数は今後さらに増加するであろうと考え られる.

このため,大 学教員 には多様な学生 に対応できるように授

業形態の工夫が必要 となって きた.

上 記のような問題への対応策の一つ として最近注 目され

ているのがAudienceResponseSystem,通 称,ク リッカー

である.こ れは,学 生各 自にリモ コンを配 り,授 業中にク

イズやアンケー ト方式の質問 に答えて もらう双方向式の授

業形態である.北 海道大学では平成19年 度 から一部で試験

導入されていたが,平 成21年 度か ら本格導入され,一 般教

員への貸 し出 しが開始された.

そ こで我々は,平 成21年 度 に開講 した北海道大学全学教

育科 目 「唾液のサイエンス」 において クリッカーを使用 し

てみるとともに,受 講 した学生を対象 としてアンケー ト調

査 を行い,ク リッカーの効果や有用性 について検討 を加え

たので,そ の概要 を報告する.

〒060-8586札 幌市北区北13条西7丁 目
1)北海道大学大学院歯学研究科口腔機能学講座口腔機能解剖学教室(主 任: 土門卓文 教授)
2)北海道大学大学院歯学研究科口腔機能学講座口腔生理学教室(主 任:舩 橋 誠 教授)
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北海道大学全学教育科目 「唾液のサイエンス」における

クリッカー使用とその効果の検討

高橋 茂1) 井上質一朗J) 市よ橋 誠2) 土門卓文1)

抄録 近年の大学を取り巻く環境の変化により，大学には多様な学生が入学してくるようになってきた このた

め，大学教員には多様な学生に対応できるような授業を行うことが必要となってきた その対応策のーっとし

てAlluieIlceReSpOIlSe-Syslelll， 通称ク 1)-;;カ が挙げられる これは 学生各自にリモコノを配り，授業中にクイ

ズやアンケート方式の質問に答えてもらう双方向式の授業形態である 今回 北海道大学全学教育科目「唾液のサ

イエンスJ(2009年度前期開講)において7，) ''/カーを用いた授業を行い綬業終了時に受講生に対して7リソカー

に閲する 7ンケート調査を実施しその効果について検討Lた受講生は歯学部11名!工学部7名水産学部3名

医学部保健学科 1名の計22名で このうちアンケートに回答した学生は20名であった クリ yカ←を使ヮた感想で

は 「大変商白かった」がE口出，クリッカーにより授業への興味が強まったかについては初出が 「大変強まった」と

回答Lた 総合的に考えてクリッカーは有効であったかの質問では，全員が「大変有効」あるいは 「やや有効」と

回答Lた 自由記述欄においては r授業に対する意欲や関 L、が湧いたJ. r講義を最後まで飽きずに集中して聴く

ことができた」等，肯定的な意見がl干倒的であった 学生の出席状況に関しては 平均山席数が14.2回(辛15回). 

中均出席率は94.8珂であった この出席状討は本科起が木曜日の 5講目開講の選択科目であることを考膚"-iLlf.

大変良好であると考えられた 以上のことより.クリッカーは学生の授業に対するモチベーション向上や出席中の

改善に効果があると考えられた

キ ワ ド クlJ';1力一 使用効果，全学教育，アンケート調査
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緒 冨

近年の急速な少子化の進行により 大学を取り巻く状況

は大きく変化しつつある.平成17年に報告された中央教育

審議会大学分科会答申告「我が国の高等教育の将来像}1

によると.18殺人口が減少を続ける中，平成19年度 (2∞7
年度)には大学入学希望者総数と大学入学定員総数がほぼ

同じになるという 実際の結呆がその通りになったのかは

現在のとこう不明であるが，いずれにせよ，いわゆるχ学

金入時代の到来である これは，7C学を選ぱなければ誰で

も大学への入学が可能になることを意味しているさらに

学力を測る 般入試だけでなく指定校推薦や公募制推薦

.10入試なと入学者選抜法の複数化も加わった結呆 大学

には極的て多禄な半生が入学 Lてくるようになってき

た" 基礎学力が不十分で授業について来られない者。集

中力が持続できず授業早々に飽きてしまう者授業7ナー

が身についてなく教員や他の学生に迷惑をかける者なとで

あ 1)，その数は今後さらに増加するであろう乙考えられる

このため，大学教員には多様な学生に対応できるように授

業形態の工夫が必要となってきた

〒060-8586札幌市lヒ区北13条西7丁目

よ記のような問題への対応策の っと Lて最近注目され

ているのがALldienceResponseお引em 通称 クl}'Jカー

である これは.学生存自にリモコンを配り守授業中にク

イズヤアンケート方式の質問に答えてもらう双方向式の授

業形態である 北海道大学では平成19年度から一部で試験

導入さ札ていたが，平成21年度から本格導入され，一般教

員への貸し出しが開始された

そこで我々は 平成21年度に開講した北海道大学全学教

育科目「唾液のサイエンス」においてク 'Jγ カーを使用し

てみるとともに 受講した学生を対象と Lてアンケート調

査を行い，クリッカーの効果や有用性について検討を加え

たので，その概要を報告する

11北海道大学大学院前学研究科口除機能学講座口際機能解剖学教室(宅任 一卜門卓文教授)
"北海道大学大学院歯学研究科口腔機能学講座n腔生理学教室(主任官:橋 誠教授)
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方 去

ク リッカーの概要

今回使用 したのは米国のTurningPoint社 製(ver.2008)

の ク リッカーである.こ の システムではTurningPointの

ソ フ トウエアをパ ソコンにイ ンス トール後,PowerPoint

を用 いて問題作成,授 業の実施を行 うようになっている.

学 生にはあらかじめ回答用のリモコン(図1)を 配布 し,

出題時にはリモコンの番号を押 して回答 して もらう,一 方,

教 員のパソコンにはUSB形 式 の受信装 置(図2)を 取 り

付 けてお く.授 業終了後 には,集 計された各学生の回答状

況がExcelを 用 いて解析できるようになっている.

本 科 目 「唾液のサイエ ンス」では,唾 液や唾液腺につい

て理解を深めるとともに各 自が興味を持ったテーマについ

て文献調査 し,レ ポー ト作成 とフ.レゼ ンテーシ ョンを経験

することを目標 とした,具 体的には,演 習前半では教員が

基礎知識習得 と話題提供 を兼ねて,唾 液腺や唾液に関する

講義を行い,後 半 は学生 自身が調べ物 をして,レ ポー ト作

成,ス ライ ドを用いた調査発表 を行 った(図3),こ の うち,

ク リッカーは教員の講義の部分で使用 し,ク リッカーの結

果は成績判定には用いないこと,最 優秀成績者 には景品を

出すことを初回時に学生に周知 した.本 科 目の開講時期は

1学 期(4月 か ら7月),開 講i時間は木曜 日の5講 時(午

後4時30分 か ら6時)で あった.

づ .」 '
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図1TurningPonit社 製 ク リ ッ カ ー の リ モ コ ン
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図2:TurningPoint社 製 ク リ ッカ ーの 受信 装 置

北海道大学全学教育科 目 「唾液のサイエンス」の概要

本科 目は一般教育演習(フ レッシュマ ンセ ミナー)に 区

分 されている,フ レッシュマンセミナー とは,学 生 との意

見交換,討 論などの双方向的授業 によって,そ れぞれの関

心,学 修 レベル,個 性に応 じた問題解決能力を育成するこ

と,お よび自ら主体的に学ぶ という学習態度への転換を図

ることなどを目標 とする選択演習科 目であ り,主 に1年 生

を受講対象 とした少人数サイズのクラスである.

回数 月 日 種 目 内 容

1 4/16 オリエンテーション 授業の紹介

2 4/23 講義1 唾液腺の解剖

3 4/30 講義2 唾液 ・唾液腺の生理

4 5/7 講義3 口腔乾燥症(ド ラ イマ ウス)

5 5/14 講義4 唾液腺の病気

6 5/21 演習1 図書館情報入門(於:図 書館)

7 5/28 講義5 新たな唾液 ・唾液腺の応用

8 6/11 演習2 演習の要領 ・テーマの選択 ・文献調査

9 6/18 演習3 文献調査 ・レポー ト作成

10 6/25 演習4 文献調 査 ・レポー ト作成

ll 7/2 演習5 レポー ト作 成 ・メデ ィア作成

12 7/9 演習6 レポー ト提 出 ・メデ ィア作成

13 7/16 演習7 発表会

14 7/23 演習8 発表会

15 7/30 演習9 まとめ ・授 業ア ンケー ト

図3平 成21年 度 「唾液のサイエンス」授業予定表

ア ンケー トの概要

平成21年 度の本科 目受講…者数は22名 で あった.1年 生 が

20名,2年 生 が2名 であり,性 別では男子が12名,女 子が

10名 で あった,受 講者の所属学部は歯学部が11名,工 学部

が7名,水 産学部が3名,医 学部(保 健学科)が1名 であ

り,文 系学部の受講者はいなかった(図4).図5は 実際

に使用 したア ンケー ト用紙 である.「 クリッカーを使 った

感想を教えて下 さい.」,「 クリ ッカーを使うことによ り講

義への興味が強まりま したか.」,「 ク リッカーは講義の内

容の理解 に役立 ちましたか,」,「 総合的 に考 えて,ク リッ

カーは本演習 に有効で したか.」 の4問 に対 しては5段 階

評価で回答 してもらい,「 ク リッカーを使 うタイ ミングは

どこが効果的で したか.」 については複数回答可 とした.

また,ク リッカーの使用についての自由記述欄 も設けた.

ア ンケー トは無記名とし,演 習最終回に実施 した.受 講

者22名 の うち最終回 に出席 した20名 よ り回答 を得た.

ア ンケー トに加 えて,学 生の出席状況(22名 を対象)に

ついて も集計 した.

一42一

76 高橋

方法

ヲ1)ッカ の概要

今回使用したのは米国の TUlilingPoint社製 (ver.2008) 

のク'Jγ カ である このンステムでは TurningPointの

ソフト ウエアをパゾコンにインスト ル後 PowerPoint 

壱用いて問題作成!授業の実施を行うようになっている

学生にはあらかじめ回答用のリモコン(図 1)を配布 L.

出題時にはリモコンの番号を押して回答してもらう 一方

教員のパソコノには LSB形式の受信装置(図 2)を取り

付けておく 授業終了後には，集計された各学生の回答状

況がExce1を用いて解析できるようにな。ている

図 TurningPonit社製クリアカーのリモコン

国2: TurningPoint社製クリアカーの受信装置

北海道大学全学教育科目 「唾液のサイエンス」の概要

本科目は一般教育演習(フレツ ンユマンセミナー)に区

分されている フレッシュマンセミナ とは.子生との意

見交換，討論なとの双方向的授業によってz それそ

心，学修レベル. I同性に応じた問題解決能力を育成するこ

と および自ら主体的に学ぶといっ学習態度への転換を図

ることなどを目標とする選択演習科円であり，キに l年4=.

を受講対象とした少人数サイズのクラスである
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茂ほか

本科目「唾液のサイエンスJ -C"は 唾液ゃ唾液腺につい

て理解を深めるとともに各自が興味を持。たテーマについ

て丈献調査しレポート作成とフレゼノテーンヨンを経験

することを目標とした 具体的には.演習前半では教員が

基礎知識習得と話題提供を兼ねて 唾液腺や唾液に関する

講義を行い。後半は学生自身が調べ物をして句レポ ト作

成，スライ ドを用いた調査発表を行った(図3)このうち

ク1)';カーは教員の講義の部分で使用 L. "'Jッカーの結
果は成減判定には胤いないこと 最優秀成績者には景品を

出すことを初回時に学生に周知した 本科目の開講時期ぽ

l学期 (4月から 7JJ) 開講時間は木曜日の 5講時(午

後4時30分から G時)であった

回数 月日 瞳 目 内 一色F
4/16 オリ工ンテーショ〉 J出来の紹介

2 4/23 溝義l 唾液臓の解剖

3 4却 講義2 昭島根 唾宿線の生ll'

4 講義3 口腔乾操痕 tドライ→ウス)

3 ;) ll4 講義4 唾証腺の病気

6 21 漬省 ! 凶書館情報人'11於 凶望書館)

7 ;) 128 講義5 新たな唾市唾征眼の応悶

g 6 IJ) i貧習2 演習の要額 ・テ マ0)選択目立1宅前調査

9 6 IJ8 4寅習3 文献調査・レポ ト作成

10 (i 125 演習4 文献開査ーレポート作成

11 I 1 '2 描習 5 レポ ト作成 メヂィア作成

12 7/9 ィ高官6 レポート提出 ・メテ・イア作成

.l3 i 1]6 摘習 7 艶衣会

1'1 il23 演習 8 艶表会

15 7 '30 調習9 まとめ .1"築アンケ←ト

図3 平成21年度唾市のサイエンスJ授業干定去

アンケ トの概要

平成21年度の本科目受講者数は22名であった 1年生が

20名 2年生が2名であり 性別では男子が12名女子が

10名であった 受講者の所属学部は歯学部i.l~' 1 1 名 一仁学部

が 7名 水産学部が3名，医学部(保健学科)がI名であ

り，文系学部の受講者はいなかった(図1).図5は実際

に使用したアンケート用紙である 「クリ γカーを使った

感想を教えて下さい」守r71) 'Jカ を使うことにより講

義への興味が強まりましたか J.rクリソカ は講義の内

容の理解に役立ちましたか J.r総合的に考えて クリッ

カーは本演習に有効でLたか」の4問に対Lては 5段階

評価で回答Lてもらいクヴ Yカーを使うタイミノグほ

どこが効果的でしたか」については複数回答可とした

また，クリ γカーの使用についての自由記述閣も設けた

アンケ ト(立証記名とし，演習最終回に実施した受講

者22名のうち最終回に出席した20名より回答を得た

アノウートに加えて 学中の出席状況 (221円を対象¥iこ

ついても集計Lた
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医 ・保

図4受 講生の学部別内訳

Q1'ク リッカーを使 った感想を教えて ください.

大変面 白かった 多少面白か った 普 通

多少つ まらなか った 大変つ まらなかった

Q2.ク リ ッカー を使 うことに よ り講義へ の興 味が強 ま りま した

か.

大変強 まった 多少強 まった 普通

あ ま り強 まらなかった 全 く強 まらなかった

Q3:ク リッカーは講義 の内容の理解 に役立 ちま したか.

大変役立 った 少 し役立 った 普通

あ ま り役立 たなかった 全 く役立 たなかった

Q4ク リッカーを使 うタイ ミングは どこが効果 的で したか

(複数回答可).

講義の初 め(導 入)講 義 の途 中(項 目の まとめ)

講義 の最 後(全 体 のま とめ)い ず れで もない

Q5:総 合的 に考 えて,ク リッカーは本演習 に有効 で したか.

大変有効 やや有効 普通

あ ま り有効で ない 全 く有効 でない

Q6:本 演習で クリ ッカーを用いた ことに関 して自由に記 載 して く

だ さい.

(例 えば,良 か った点,悪 か った点,使 い方,問 題 の内容 な

ど,で きれば具 体的に書いて くれ るとあ りが たいです.)

図5ア ンケ ー ト用 紙

士
口糸 果

クリッカーを使った感想については,「大変面 白かった」

が90%,「 多少面 白かった」が10%で あ り(図6),講 義 へ

の興味が強 まったかについては,「 大変強 まった」が80%,

「多 少強まった」が20%で あ った(図7) .こ れ らの質問

に対 しては全員が5段 階評価の うち,上 位2番 目までの回

答 を寄せた.講 義の内容理解 に役立ったかの質問 に対 して

は,「 大変役立 った」,「少 し役 立った」 を合せ ると85%と

高 率であったが,3番 目の 「普通」 と回答 した学生が15%

い た(図8).ク リッカーを使う場面を問うと,講 義内容

の小括 として用いた 「講義の途中」が一番好評であった.

次 いで,講 義のまとめ としての 「講義の最後」が多 く,導

入 としての 「講義の初め」と答えた学生は少数であった(図

9).ク リッカーの有効性を5段 階で尋ねた質問 に対 して

は,「 大変有効」,「やや有効」 と全員が上位2番 目までの

回答を寄せた(図10).

図llに 自由記述の意見を示す.「 面 白かった」 という記

述が多 くみ られたほか,「 意欲 や関心が湧いた」,「集中 し

て聴 くことがで きた」,「能動的に聴 くことがで きた」,「分

か りやすい授業になった」,「自分の考えを確認できた」な

どクリッカーに対 して肯定的な意見が非常に多 く認められ

た,ま た,「 出題 は最後 にした方が良い」,「講義の要所や

普段身近 にある疑問 をもっと出題 してほ しい」などの提言

的なコメン トもみられたが,ク リッカーに対 して否定的な

意見はなかった.

出席状況 については,22名 の学生の うち,半 分の11名 が

15回 全部 に出席 した.出 席回数の最 も少ない学生で も12回

で あった.全 体の平均 出席数は14.2回 で あり,出 席率 にす

ると94.8%で あ った(図12),

多少面白
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…

謙 一

"
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大髪面1
一力り た

90%

湯

微
図6「 ク リ ッカ ー を使 っ た感 想」 に対 す る回 答
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図7「 講義への興味は強まったか」に対する回答
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図4 受講生の学部別内訳

Q1 クリ γカ を世った思想を孝Kえてください

大変面白かった 多少面三かった 普通

多少つまらなかった 大空つま bなかった

Q2 クリ γカ を問うことにより講義への興味が強まりました

か

大変強まった 多少強まった 普通

あまり強まらな刀った 主く強まらなかった

Q3 クリプカーは講義の内容の理解にf主立ちましたか
大生役立つた 少L世立った ttj昌

あまりf2立たなかった 全く役立たなかった

Q4 クリアカーを世うタイミノグほどこが劫来的でしたか

(ネUl回答可1

議荘円相め".n 議雅司造中(項目のまとめ)

誠義の吊能(令体のまとめ}.'ずれでもない

Q5 総合的に考えて1 ク'}γカーは本i賓習に有効でしたか

大変有効 やや有効 普通

あまり宥効でない 全く省効でない

Q 6 :::1主演習でク，}γ カーを用いたことに聞して自由に記議Lてく

ださい

(問えLf，且かった白 悪かった占!位い方!問題町内容な

ど できれば1主体的にE書いて〈れるとありがたいです)

図5:7'./ケート用紙

結 果

ク')γ カーを使った感想については 「大変面白かった」

が90弘「多少面白かったーがJO出であり(sl]G)，講義へ

の興味が強まったかについては 「大変強まった」が初出

「多少強まった」カ吃0%であった(図7) これらの質問

に対しては全員が5段階評価のうち 上位2番目までの回

答を寄せた 講義の内容理解に役立つたかの質問に対して

は大変役立ったJ.r少し役立った」を合せると85%と

高率であったが， 3番目的「普通」と図答した学生が15%

いた (図 8) クリッカーを「士う場面を問うと。講義内容

の小括としてmいた「講義の途中」が一番好評であった
次いで，講義のまとめとしての「講義の最後」が多く 導
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入と Lての「講義の初め」と答えた千生I;J:少数であった(図

虫トクリッカーの有効性を 5段階で尋ねた質問に対Lて

I;J:， r大変有効J，rやや有効 と全員が上位2番目までの

回答を寄せた(図10)。

図IIに自由記述の意見を示す 「面白かった」という記

述が多くみられたほか r意欲や関心が湧いたJ. 集中し

て聴くことができたJ.r能動的に聴くことができたJ. r分

かりやすい綬叢μなった」，「自分の考えを確認できた」な

どクリアカーに対して肯定的な意見が非常に多く認められ

た また r出題は最後にした方が良 ~¥ J. r講義の要所や

普段身近にある疑問をもっと出題してほ!..-l 'Jなどの提言

的なコメントもみられたが クリンカ ーに対して再定的な

意見はなかった

WI席状況については， 22名の学生のうち 半分のII名が

15回全部に出席した 出席回数の最も少ない学生でも l?回

であった 全体の平均出席数は14.2回であり 出席率にす

ると94.8出であった(図12)

多少面白

図6' ，クリッカーを使った感想」に対する回答

図7: 講義への興味は強ま ったか」に対する回答
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図8「 講義の内容理解に役立ったか」に対する回答
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図9「 クリッカーを使う場面はどこが効果的か」に対する回

答(複 数回答可)
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図10:「 ク リ ッカー に対 す る 総合 評 価 」 に対 す る回 答

考 察

現在,ア メリカの大学ではクリッカーが大変普及 してい

るという.こ れは,大 学入学試験の選別がさほど厳 しくな

いため入学者層が多種多様であること,コ ス ト意識の問題

から大教室で大人数の授業を行 うことが多いことなどによ

るとされてい る3).我 が 国においても近年の少子化の影響

により入学者に多様性が認められるようになり,さ らには,

教 育機関に対 して教育の質の保証 を求める社会的要請 も強

・クイズ(ゲ ーム)形 式で面 白かった.(9名)

・今 までにない クリッカー を使 い,授 業 に対す る意 欲や関心が 湧い

た.(4名)

・講義 を最 後 まで飽 きず に集 中 して聴 くことがで きた.(3名)

・クリ ッカー賞 あ りが良か った.な かなか燃え る.(2名)

・全体 の正 答率 がわか るのが良 かった.

・他 の授 業で もクリッカーが あれば履修 したい.

・クリ ッカーに よって授業 を能動 的に聴 くことがで きた.

・クリ ッカーに よって復習がで き,わ か りやすい授業 になった.

・スイ ッチ を押 す ことによって自分の考 え を確認で き,良 かった.

・授 業の始 め に出題す る と答 えが 当てず っぽ うにな って しまうの

で,最 後に出題 した ほうが良 い.

・講義 の要所 や普段 身近 にあ る疑 問を もっ と出題 してほ しい,

・白分 の結 果を知 りたい,

12回

図11自 由記述意見

図12出 席回数状況(全15回)

まってきた4),そ の ため,ク リッカーを導入する大学 は増

加傾向にあ り3'5『6),高等 学校 において使用されている例7)

もあ る.こ のような観点から,我 々は北海道大学全学教育

科 目 「唾液のサイエ ンス」 にクリッカー使用 を試み,そ の

効果を調査するため に学生 アンケー トを実施 した.

今 回のクリッカー に対する反応については,非 常に良好

な評価が得 られたと考えられる,選 択式の回答 をまとめる

と,ク リッカーを使 うことは 「面白 く」,「授業への興味を

強める」 とともに 「内容理解へ役立 ってお り」,「本授業科

目に有効である」 ということになり,否 定的な意見は全 く

なかった.な ぜこの ような結果になったのか,自 由記述欄

の回答か らその理由を推察す ることがで きる,ま ず,「 ク

イズ(ゲ ーム)形 式で面白かった」 との記述が多 くみられ

た ことである.受 講 した学生たちはすでに家庭用ゲーム機

やパ ソコンが普及した時代の世代であ りクリッカーのボ タ

ン操作に違和感な く馴染めた こと,ス クリーンを見なが ら

回答ボ タンを押すことによりまるで自分がテレビのクイズ

番組の解答者 になっているような感覚で参加で きたこと,

な どが良かったとい うことをこの意見は示唆 している.ま
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図自 「講義の内容理解に役立ったか」に対する回答

" 白人数

" 
" 
" 
" 

繍擁の初め 輸穫の途中 自前慢の量後 いずれでもない

図9: rク'Jγカ を使う場面はどこが却j車的か」に対する回

害(慢数回答可)

図10: rクリ アカーに対する総合評価」に対する回甚

考 察

現在，アメリカの穴学ではク 'Jッカーが大変昔1えしてい

るという これは?大学入守試験の選出IJがさほど厳しくな

いため入学者層が多種多椋であること r コ1 ト意識の問題

かっ大教室で大人数の授業を行うことが多いことなどによ

るとされている:1i 我が国においても近年の少子化の影響

により入学者に多様性が認められるようになり，さらには

教育機関に対して教育の質の保誌を止める相会的要請も強

44 

茂ほか

クイ7:1ゲム)形式で面口かった ( 9名)

今までにないク lJ';Jカーを世い 授業に対する意欲や慢 しが通い

た (， 1'，) 
， ~修理を最誼まで飽きずに集中して聴くことができた 13名j

クリッカー貰ありが且カった なかとか明える ¥ 2名)

全体の正答率がわかるのが且かった

1也の授業でもクリソづちーがあれ If慢修L丈い

クリッカ によって綬業を能動的に聴くことができた

クリッカ によってii!習ができ わかりやすい授業になった

スイ γ テを jl，サことによ っ亡自分の考えを確~でき 且かヮた

投曹の拍めに出題すると甚之が当てずっIまう になってしまつの

で。最f去に出題したほうがnい
講義丹要所や昔段身近iニある躍問をもっと山題LてほLい

自分的諸J誌を知りたい

図l' 同由記述意見

12回

図12 出席阿散状況(全lo向j

まってきた4' そのため?クリ γカーを導入する大学は増

抗傾向にあり 3.5.6) 高等学校において使用されている例71

もある このような鋭占から 我々は北海道大学全学教育

科目 「唾液のサイエンス」にクリ γカー使用を試み その

弘呆を調査するために学生アンケートを実施した

今回のクリッカーに対する反応については 非砧に良好

な許制が得られたと考えられる 選択式の回答をまとめる

と。クリアカーを使うことは「商白く J. r授業への興味を

強める」とともに 「内容理解へ役立つており」，「本授業科

目に有効である」ということにな句 .否定的な意見は全く

なかった なぜこのような結呆になったのか 自由記述欄

の回答からその理由を推察することができる まず 「ク

イズ(ゲーム)形式で面白かった」との記述が多くみられ

たことである 受講した常生たちはすでに家庭料ゲ ム機

やノミソコ シが普亙した時代の世代でありク 1)';カーのボタ

ン操作に違和感なく馴染めたこと スクリーンを見ながら

回答ボタンを押すことによりまるで自分がテレピのクイズ

香料の解答者になっているような感覚で参加できたこと。

などが良かったということをこの意見1;1示唆している ま



北海道大学全学教育科 目 「唾液のサイエ ンス」 におけるクリッカー使用 とその効果の検討 79

た,「 クリッカー賞あ りが良かった.な かなか燃 える」 と

いう回答からすると,今 回,解 答成績 を競わせた ことによ

りクリッカーのゲーム感覚が さらに高 まり,学 生の授業 に

対する興味が強まったのではないか と思われる.2つ 目の

理 由としてはクリッカーによって講義が双方向性 になった

こと,言 い換えると講義が学生参加型 になったことが考 え

られる.従 来,知 識伝授型の講義ではどうしても教員が一

方的に講義 を進行させるようになって しまい,反 対 に学生

は終始受け身になっていた.し かし,ク リッカー を使 うこ

とによって学生 は講義中の質問への解答を要求 され,否 応

な く能動的に参加せ ざるを得 なくなる.そ して,質 問に対

して正解 しようとすれば自ず と講義を積極的に聴 くように

な り,そ の結果 として,講 義の理解力 を向上させることに

なる,事 実,ク リッカー使用 によって学生の成績が向上 し

たとい う報告8'9)も あ る.こ の点 については,学 生の自由

記述欄に直接 的には書 かれてはいなかった.し か し,「授

業 を能動的に聴 くことがで きた」や 「復習することが出来

た」,「自分の考 えを確認で きた」 などの意見はこうしたこ

とを反映 したもの と考えられる.ク リッカーに対するアン

ケー ト調査 はこれ までい くつかの大学等で実施 されてい

る.対 象科 目は物理学3),生 物 学8'9),小 児 科学10),小 児

歯科学5)な ど様々だが,こ れらの報告は大人数教室でのク

リッカー使用経験 についての報告である.そ して,い ずれ

の調査報告 においてもクリッカーについて肯定的な結果が

得 られている,一 方,本 科 目は22名 の少人数教室での使用

経験であるが,同 様のアンケー ト結果 となった.以 上のこ

とを総合 して考察す ると,ク リッカーは クラスサイズの大

きさにかかわらず,学 生の講義に対す る意欲の向上,集 中

力の維持,講 義の理解に効果的であると考えられる,

教 員が授業クラスを運営 してい く上で頭 を悩 ませ る問題

となることの1つ として,学 生の出席が挙げ られる.学 生

の出席行動 は自分にとって興味のある科 目か否か とい う本

質的な要因だけでな く,開 講 している曜 日や時間帯,必 修

科 目か選択科 目か,な どの講義の内容 とあまり関係のない

要 因にも左右 されて しまう.し たがって,学 生の出席率 を

向上 させ るのは簡単 ではない.こ の問題 に対 してクリッ

カーが有効であるこ とを示唆する報告がある.Caldwell8)

はWestVirginia大 の生物学の授業においてクリッカーを

用いたところ,出 席率は約20%向 上 した とい う.ま た,同

大の数学 を担当するMaysに よ るとクリッカーによって学

期途中における履修放棄者が減少 したという8),本 科 目に

ついて出席状況 を調べてみると,半 分の学生が全回出席で

あ り,全 体の出席率 も90%を 大 きく越 えていた.ま た,期

間途中での履修放棄者 もいなかった.こ の結果 に対する確

定的な結論付けは,同 じ内容の講義をクリッカーな しで受

けた学生グループの結果と比較検討を していないので困難

である.し か しなが ら,本 科 目が木曜 日の5講 目(午 後4

時30分 か ら6時 まで)に 開講 した選択科 目であるとい う出

席 に対 して不利な状況下にあることを考慮に入れれば,ク

リッカーが出席率向上に寄与 した可能性 は大い にあると考

えられる.

クリッカーの出題の場面 に関 しては,講 義の途中とい う

回答が最 も多 く,講 義の最後が次いで多かった.こ れは,

自由記述欄 の回答にあったようにクリッカーが項 目のまと

め(小 括)や 講義全体の確認 に役立 っているということを

示 しているのであろう.一 方,講 義の途中に様々なメデ ィ

アを活用 す る と気 分転換 が図れ る こととい う意見が あ

るll).Burnsl2)に よる と,学 生が講義 に集中で きる時間

は20分 が限度であ り,ま た,学 生側の意見 として20～30分

くらいが決適に続 く講義時間である13)と い う報告 もある.

従 って,こ のタイミングでクリッカー を使用すると気分転

換 になり,講 義への集中力が回復 されると思われる.本 科

目においては,項 目の小括 としてクリッカーによる復習問

題 を入れ,結 果的に約15分 ～20分 間隔でのクリッカー使用

となった.学 生には疲れが出て くる5講 目であったが,講

義中に居眠 りをするなど集中力を欠いていると感 じられる

学生 はほとんどみられなかった.従 って本科 目において も

クリッカーが集中力の回復 に役立っていたもの と推測 され

る.以 上の ことより,ク リッカーの問題は講義の最初や最

後だけに集中 して出題するのではな く,講 義中 にも適宜出

題 してい くことが効果的であろうと思われた.

今 回我々は実際にクリッカーを使 ってみて,こ れまで述

べてきたような多 くの長所 を実感 した ところであるが,ク

リッカーにはい くつかの短所があるように思われた.最 も

不便 に感じたのは,各 回の講義時における準備 と片づ けで

ある.本 科 目では,ク リッカーの成績 を個人別 に記録 した

ため,学 生は毎回同 じ番号の リモ コンを使わなければなら

なかった.従 って,講 義開始時には学生の名前 を確認 しな

が ら,ク リッカーを間違えないように配付することが必要

であった.こ れに加えて,パ ソコンとプロジェクターとの

接続,ク リッカーのセッ トアップなどもしなければならず,

講 義室に着いてから講義が開始されるまでにはIO～15分 程

度必要であった.ま た,講 義終了時にもリモコンを番号別

に回収 しなければならなかった,本 科 目は22名 の少人数で

あったので一人での準備が可能であったが,大 人数であれ

ば当然 さらに準備が大変であ り5『14),ア シ スタン トが必

要 になるであろう.2つ 目の短所 として,パ ソコンなどの

機器の不具合が考え られる3).IT機 器 であるがために こ

れ を完全 に避 けることは難 しい,平 成21年 度 においては幸

いなことに機器の不調は一切起こらなかった.し か し,現

在行われている平成22年 度の 「唾液のサイエンス」では,

学生が リモ コンの電池切れに気付かず使っていたこと,パ

ソコンの設定不備のため,ク リッカーの記録が一部取れな

かったことが発生 している.い ずれも人為的なミスである

ことか ら今後十分注意する必要があると考えられた.そ の

他 としては,出 題の形式が選択式に しかで きないこと,学
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たクリッカー賞ありが良かった なかなか燃える」と

いう回答からすると，今回。解答成請を競わせたことによ

りクリアカーのゲーム感覚がさらに高まり!学生の授業に

対する興味が強まったのではないかと思われる 2つ自の

理由としてはク 1)'Jカ によって講義が双方向性になった

こと 言い換えると講義が学生参加型になったことが考え

られる 従来 知訟伝授型の講義ではどうしても教員が-

h的に講義をi並行させるようになってしまい，反対に学生

は終始受け身になっていた しかし クリ yカーを使うこ

とによって盈生1):講義中の質問への解答を要求され 否応

なく能動的に参加せざるを得なくなる そして 質問に対

して正解Lょうとすれば自ずと講義を積極的に隠くように

なり その結果として 講義の理解力を向上させることに

なる 事実 クリッカー使用によって学生的成績が向上L

たという報告8.9)もある この点については，学生の自由

記述欄に直接的には告か札てはいなかった しかし r授

業を能動的に聴くことができた」や「復習することが出来

たJ，r自分の考えを確認できた」などの意見はこうしたこ

とを反映Lたものと考えられる ク1)"Jカーに対するアン

ケート調脊はこれまでいくつかの大学等で実施されてい

る 対畢科Hは物理子3) 生物干8.9) 小児科平山，小児

歯科学切など様々だが，これらの報告は大人数教室でのク

リγカ 使用経験についての報告である そして.いずれ

の調査報告においてもクリッカーについて肯定的な結果が

得られている 方，本科目は22名の少人数教室での使用

綬E主であるが同様のア/ケート結果となった 以上のこ
とを総合して考察すると クT)'jカーは?ラスサイズの太

きさにかかわらず，学生の講義に対する意欲の向上，集中

力の維持 講義の理解に効果的であると考えられる

教員カ守j正業クラスをi亙営していく上で頭を悩ませる問題

となることの1っとして学生の出席が挙げられる 学生

の出席行動は自分にとって興味のある科目か杏かという本

質的な要因だけでなく !開講している曜日や時間帯，必修

科目か選択科目かl などの講義の内容とあまり問係のない

要因にも!i.右されてしまう したがって，学生の出席率を

向上させるのは簡単ではない この問題に対してクリッ

カーが有効であることを示唆する報告がある Cald¥¥'cl18J 

はWestVirginia大の生物学のほ業iこおいてクリ ゾカ を

用いたところ.出席率は約20%向上Lたという また。同

大の数学を相当するI¥[aysによるとクリ γカーによって学

期途中における隠修放棄者が減生したという8) 本科目に

ついて出席状況を調べてみると，半分の学生が全回出席で

あり 全体の出席率も90%を大き く越えていた また，期

間途巾での履修肱棄者もいなかった この結果に対する確

定的な結論付けは，同じ内容の講義をクリ〆カーなしで受

けた学生グループの結果と比較検討を Lていないので困難

である しかしながら 本科目が木曜日の5講同(午後4

時30分から 6時まで)に間講した選択科目であるという出
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席に対Lて不利な状況下にあることを考慮に入れれ1[，ア

リツカ が出席率向上に寄与した可能性は大いにあると考

えられる

ク1)'Jカーの出題の場面に関しては，講義の途中という

回答が最も多く ，講義の最後が次いで多かった これは

自由記述欄の回答にあったようにクリ ッカーが項目のまと

め(小括)や講義全体の確認に役立つているということを

示Lているのぜあろう h，講義の途中に様々なメディ

アを活用すると気分転換が図れることという意見があ

る111 Burns山によると，学生が講義に集中できる時聞

は20分が限度であり ，また，学生側の意見としてお-3C分

くらいが快適に続く講義時間であるよ31という報古もある

従って このタイミングでク リアカーを使用すると気分転

換になり，講義への集中力が回復されると巴われる 本科

目においては 項目の小括と Lてクリアカーによる復習問

題を入れ，結果的に約15分-2日分間隔でのクリッカー使用

となった 学生には疲れが出てくる 5講日であったが講

義中に居眠りをするなど集中力を欠いていると感じられる

学生はほとんとみら11なかった，1.足。て本科目においても

クリヅカ が集中力の回従に役立っていたものと推測され

る 以上のことより クリアカーの問題は講義の最初や最

後だけに集中して出題するのではなく，講車中にも適量:I:l:l

也していくことが効果的であろうと層、われた。

今回我々は実際にク リッカーを使ってみて，これまで述

べてきたような多くの長所を実感Lたところであるが ク

リアカーにはいくつかの短所があるように巴われた 最も

不便に感じたのは 各阿の講義時における準備と片づけで

ある 本科目では クリッカーの成績を個人別に記録した

ため.学生は毎回同じ番号のリモコンを使わなけれ[まなら

なかった 従って 講義開始時には学生の名前を確認しな

がら。クリアカーを間違えないように配付することが必要

であった これに加えて ノ守ソコンとプロジェクターとの

接続I クリ yカーのセ γトアップなども Lなければならず守

講義室に着いてから講義が開始されるまでには10-15分程

度必要であった また 譜義終了時にもリモコンを番号別

に回収Lなければならなかった 木科目は22名の少人数で

あったので一人での準備が可能であったが，大人数であれ

ば当然さらに準備が大変であり 5.1心 アンスタントが記

要になるであろう 2つ目の短所として パソコンなどの

機悼の不具合が考えられる丸 JT機得であるがためにこ

れを完全に避けることは離しい 平成21年度においては幸

いな ζ とに機器の不調は 切起こらなかった。Lかし，現

在行わ札ている平成22午度の「唾4在のサイエンス」では

学生がリモコンの電池切れに気付かず使っていたこと パ

ソコ/の設定不備のため，クリアカ←の記録が部取れな

かったことが発生している いずれも人為的なミ λである

ことから今後十分注意する必要があると考えられた その

他としては，出題の形式が選択式にしかできないこと 学
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生 によるリモコンの破損や紛失などが挙げられる.ま た,

機 器が高価であることも問題であ り,日 本の大学 になかな

か普及しない最 も大 きな理由となっている15).

本論 文では,平 成21年 度 の 「唾液のサイエ ンス」 におけ

るクリッカー使用について報告 した.し かし,わ ずか1年

だけの使用経験で対象の学生はわずかに22名 であったこと

から,調 査結果お よびそれに対する考察が不足 しているこ

とも考 えられる.我 々は今後 さらにクリッカーの使用を継

続 し,そ の利用方法 と効果について検討を重ねてい く予定

である.

士
口
糸 論

北海道大学全学教育科 目 「唾液のサ イエンス」 において

クリッカーを用いた講義 を行 った後,受 講した学生 に対 し

てクリッカーに関す るアンケー ト調査 を実施 し,以 下の結

論 を得た.

1.講 義 におけるクリッカー使用 に関 しては,そ の効果 に

ついて肯定的な意見が圧倒的に多かった,

2.本 科 目は木曜 日5講 目の選択科 目であったが,非 常 に

高い出席率であった.

このようなことから考察す ると,ク リッカーは学生の講

義 に対するモチベーション向上や出席率の改善 に大変効果

があるということが示唆された.

寸謁 寺
干舌

本研究の一部 は文部科学省科学研究費補助金基 盤研究(B)
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生によるリモコンの破損や紛失などが挙げられる また.

機器が高価であることも問題であり 日本の大半:になかな

か普及しない最も大きな理由となっている!日

本論文では，平成21年度の「唾液のサイエンス」におけ

るクリッカー使用について報告した しかし，わずかJ年

だけの使用経験で対象の学生はわずかに22名であったこと

から，調査結果およびそれに対宇品考察カ苛Z足しているこ

とも考えられる 我々は今後さらにクリッカーの使用を継

続し，その利附方法と効果について検討を重ねてLべ干定

である

結 論

北海道大学全学教育科目「唾J止のサイエ/ス」において

クサッカーを用いた講義を行った後。受講した学生に対L

てクリジカーに関するアンケ ト調査を実施L，以下の結

論を得た

1 講義におけるクリアカー使用に関Lては，その効果に

ついて肯定的な意見が圧倒的に多かった

2 本科目[土木曜日 5講日の選択科目であったが非常に

高い出席率であった

このようなことから考察すると，クリッカーは学生の講

寵に対するそチベーシヨン向上や出席中の改善に大実効果

カずあるという ことカf不U去さオ1た
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ABSTRACT:Recently,agreatervarietyofstudentshavebeenenteringuniversitiesasaresultofchangesinthesituation

aroundtheuniversity,anditisnecessaryforthetlniversitystafftogivelecturesaimedatstlchstudents.Forthispurpose,a

neweducationaltool,theaudienceresponsesystern,theso-called"clicker",wasdeveloped.Theauthorsusedtheclickerina

generaleducationcourseofHokkaidoUniversity,"ScienceofSaliva"in2009,andaquestionnairesurveywasadrninisteredto

thestudentstoevaluatetheeducationaleffectsoftheclickers.Thetotalnumberofstudentsinthiscoursewere22:llfrorn

theschoolofdentalmedicine,7fromtheschoolofengineering,3fromthefisheriessciencefacultyandonefromtheschoolof

medicine.Ofthese,twentystudentsansweredthequestionnaires.Ninetypercentofthestudentsansweredthatclickerwas

veryinteresting,and80%studentsfeltthattheinterestintheclassbecamemuchstrongerbyusingclicker.Allstudents

answeredthatclickerwaseffectiveorveryeffectivejudgingfromthecomprehensivestandpoints.Inthedescriptiveopinions

inthequestionnaire,thereweremanypositiveopinionsofclicker,suchas"Iwasverymotivatedtotheclassbyclicker"and
"Iwasneverboredandcouldconcentrateontheclassthroughoutthecoursebyusingclicker" .Theaveragenumberofclasses

attendedbystudentswasl4.2(totalnumberofclassesl5),givinganattendanceof94.8%,Thisrateisthoughttobevery

high,takingintoconsiderationthatthecourseisanoptionalsubjectandwastaughtinthefifthperiodonThursdays.These

datasu99estthatclickerisaneffectivetooltoinlprovemotivationincoursesandtoencouragestudentstoattendclasses.

KeyWordsclicker,educationaleffect,generaleducationcourse,questionnairesurveン ・
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ABSTRACT : Recently. a greater va r iety of studen ts have been entering univers it ies as a result o f ehanges in the situat ion 

around the university . and it is necessary for the university staff to give lectures aimed at such st udents . For this purpose. a 

new ed uca Liona l tool. the aud ience response system. the ~o-call ed "clicker' . was deve\opeJ. The aU Lhors used the clicke r in a 

general education course o f Hokkaido University. "Science of Sa li va" in 2009. and a questionnaire survey was admin istered to 

the students to evaluatt:' the ed ucationa l effects of th e clickers. The total number o f students in this course were 22: 11 from 

th e school of dental medicinE' . 7 from the schoo l of engineering. 3 from th e risheries science faculty and one from the school of 

medicine. Of these. twenty students ans wered th e questionnaires. Ni nety percent o f the s t udents answe red th at cl icke r was 

ve r y in te res tin g. and 80% sltldents fe lt that the interest in the class became much s tron ge r by ll sing c licker. All sludents 

answered th at cli cke r was effec li ve or very effect i\"e judging from the co mprehe nsive standpoi nts. In the descr ipt ive op inion s 

in the questio nnaire. lh~r(:! \Vert! many po::;ilin: opinion s uf clicker. suc h as "I wa:s ve r y mot i\'a ted to the dass by dic ker" a nd 

,, [ was never bored a nd could concentrate on the cl ass throughout the course by usi ng clicke r . The ave rage number of classes 

attended by studen ts was 14.2 (tota l number o f classes 15). g iving an at tenda nce of 94.8%. Th is rate is t hought to be ve r y 

high . taki ng into cons ideration that the cou rse is an optional subject and was taught in the fift h period on Thursdays. These 

data suggest that cli cker is an effective lool to impl'Ove motivat ion in courses and to encourage studen ts to atte nd classes. 

Key Words : clicker . educational effecl. general ed ucalio ll cou rse. quest ionnaire su r\' ey 
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